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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　

　

ま
た
、
昨
年
中
の
本
会
の
運
営
並
び
に

事
業
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
新
城

市
で
行
っ
た
愛
知
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
を
始
め
、
御
前
埼
灯
台
で

の
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
、
豊
田
市
で
の
作
品
展
、
稲
沢
市
で
の
カ
ラ
オ
ケ

交
流
会
に
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
週

間
に
向
け
た
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
各
支
部
の
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
阪
府
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
、
台
風
被
害
な
ど
多
く
の
大
規
模
災
害
が
日
本
列
島
を
襲
い
ま
し

た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
が
暮
ら
す
愛
知
県
で
も
大
規
模
地
震
発
生
の
切
迫
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ど
の

よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
ら
よ
い
か
を
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
障
害
者
差
別
解
消
法
や
愛
知
県
障
害
者
差
別
解
消
推
進
条
例

が
施
行
さ
れ
て
２
年
が
経
過
し
、
障
害
者
へ
の
理
解
が
着
実
に
浸
透
し

て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
一
方
で
、
障
害
者
の
雇
用
問
題
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
と
感
じ
る
状
況
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

愛
身
連
と
し
ま
し
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
関
係
機
関
や
各
団
体
と
連

携
し
、
す
べ
て
の
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を
目
指

し
今
後
も
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
本
会
の
活
動
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
元
旦

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
、
県
民
の
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
２
０
２
２
年
度
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
す
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
の
基
本
デ
ザ
イ

ン
を
発
表
し
、
夢
の
実
現
に
大
き
く
前
進
し
た
年
で
し
た
。
ま
た
、

２
０
２
６
年
に
愛
知
・
名
古
屋
で
開
催
す
る
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
つ
い

て
、
ア
ジ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
評
議
会
と
開
催
都
市
契
約
を
締
結
し
、

開
催
に
向
け
た
準
備
が
加
速
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
７
年
度
の
リ
ニ
ア
開
業
に
向
け
着
々
と
工
事
が
進

む
中
、
リ
ニ
ア
大
交
流
圏
の
拠
点
と
し
て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
な
ど
、
愛
知
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
一
層
高
め
て
き
た
１
年
で
し
た
。

　

時
代
は
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
大
き
な
う
ね
り
の
中

に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
変
革
期
に
お
い
て
も
、
愛
知
は
、
日
本
の
成

長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
我
が
国
の
発
展
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
い
く
存
在

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
、
自
動
運
転
な
ど
の
次
世
代
自
動
車
や
航
空
宇
宙
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
分
野
を
始
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
ま
で
、
幅

広
く
産
業
集
積
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
戦
略

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
次
々
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
湧
き
起
こ
す
、

世
界
一
の
産
業
の
革
新
・
創
造
拠
点
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
よ
い
よ
９
月
に
は
、
常
滑
の
空
港
島
に
愛
知
県
国
際
展
示

場
「A

ichi Sky Expo

」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。M

ICE

を
核
と
し
た

国
際
観
光
都
市
の
実
現
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
、
国
際
交

流
、
多
文
化
共
生
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
、
国

内
外
に
お
け
る
愛
知
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
よ
り
一
層
高
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
女
性
の

活
躍
、
医
療
・
福
祉
、
教
育
・
人
づ
く
り
、
環
境
、
地
震
防
災
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
東
三
河
地
域
の
振
興
な
ど
、
県
民
の
皆
様

の
生
活
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
11
月
に
は
、
Ｇ
20
外
務
大
臣
会
合
が
愛
知
・
名
古
屋
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
６
月
に
は
全
国
植
樹
祭
、
８
月
か
ら
あ
い
ち
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
、
９
月
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
11
月
に
技
能

五
輪
全
国
大
会
と
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
。
し
っ
か
り

と
準
備
を
進
め
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
日
本
一
元
気
な
愛
知
」「
す
べ
て
の
人
が
輝
く
愛
知
」

「
日
本
一
住
み
や
す
い
愛
知
」
の
実
現
を
目
指
し
、
県
民
の
皆
様
に
、

笑
顔
で
元
気
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
31
年
元
旦

一
般
社
団
法
人

愛
知
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

会
長　

加　

賀　

時　

男

新
春
を
迎
え
て

愛
知
県
知
事　

大　

村　

秀　

章

慶　

春

　

12
月
９
日（
日
）、
第
58
回
愛
知

県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
を
新
城

文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
お
忙
し
い
中
、
多
く
の
来
賓

の
皆
様
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

第
１
部
で
は
、身
体
の
障
害
を
克

服
し
て
自
立
更
生
し
他
の
模
範
と

な
る
方
、身
体
障
害
者
の
更
生
を

援
護
し
功
績
の
あ
っ
た
方
、本
会
の

事
業
に
協
力
し
功
績
の
あ
っ
た
団
体

への
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
催
地
で
あ
る
新
城
市
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
の
荒
川
修
吉
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
愛
身
連
の
加
賀

時
男
会
長
が
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
城
市
の
穂
積
亮
次

市
長
、
丸
山
隆
弘
市
議
会
議
長
か

ら
は
、
温
か
い
歓
迎
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
身
体
障
害
者
福
祉
に

功
績
等
の
あ
っ
た
74
名
と
１
団
体

に
対
し
て
、
愛
知
県
知
事
、
愛
知

県
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
愛
知
県

身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
長

か
ら
、
表
彰
状
、
顕
彰
状
、
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、来
賓
祝
辞
と
し
て
、大
村

秀
章
愛
知
県
知
事
が
手
話
を
交
え

て
挨
拶
を
さ
れ
、今
枝
宗
一
郎
衆

議
院
議
員
、峰
野
修
愛
知
県
議
会

議
員
、安
藤
貴
康
愛
知
県
社
会
福

祉
協
議
会
専
務
理
事（
会
長
代
理
）

に
挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
国
や
県
へ
の
要

望
を
含
む
議
事
を
行
い
、
12
項
目

の
大
会
決
議
と
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
・
宣
言
が
満
場
の
拍
手
で
採
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

方
々
の
お
名
前
は
次
の
と
お
り
で

す
。

愛
知
県
知
事
表
彰　
　
　
　

17
名

▼
自
立
更
生
者　
　
　
　
　

7
名

　

金
子
芳
博（
豊
橋
市・愛
盲
連
）、

木
村
直
也（
豊
橋
市
）、石
川
公

雄（
半
田
市
）、榊
原
良
代（
西
尾

市
）、居
澤
榮
一（
新
城
市
）、早
川
ま

ゆ
み（
知
多
市
）、竹
内
芳
三（
清
須

市
）

▼
更
生
援
護
功
労
者　
　
　

10
名

　

髙
橋
や
す
ゑ（
岡
崎
市
）、南
條

文
子（
一
宮
市
）、鈴
木
尹
成（
豊

川
市
）、岩
田
昇（
碧
南
市
）、神
谷

ら
く
ゑ（
安
城
市
）、𠮷
見
一
男（
蒲

郡
市
）、馬
場
玲
子（
犬
山
市
）、橋

本
武（
稲
沢
市
）、井
上
一
子（
知
立

市
）、日
比
野
務（
あ
ま
市
）

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
顕
彰　
　
　
　
　
　
　

21
名

▼
自
立
更
生
者　
　
　
　
　

8
名

　

渡
邉
和
義（
半
田
市
）、立
野
富

美
子（
豊
川
市
）、佐
藤
初
代（
高
浜

市
）、藤
田
八
一（
清
須
市
）、大
野

勝
男（
北
名
古
屋
市
）、青
山
曉
子

（
長
久
手
市
）、坪
井
房
子（
海
部

郡
蟹
江
町
）、羽
田
野
裕
子（
岡
崎

市・愛
難
聴
）

▼
更
生
援
護
功
労
者　
　
　

13
名

　

菊
池
武
顯（
豊
橋
市
）、佐
伯
美

佐
香（
一
宮
市
）、冨
板
健
之（
一
宮

市
）、石
原
久
尚（
瀬
戸
市
）、鈴
木

た
か
子（
碧
南
市
）、大
屋
康
子（
安

城
市
）、山
本
辰
江（
安
城
市
）、三

浦
一
男（
西
尾
市
）、𠮷
見
美
佐
子

（
蒲
郡
市
）、中
垣
理
一（
犬
山

市
）、今
泉
恵
美
子（
新
城
市
）、夏

目
甲
子
男（
田
原
市
）、正
木
拓
士

（
海
部
郡
飛
島
村
）

愛
知
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連

新
城
市
に
て
開
催

第
58
回
愛
知
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

参加費無料・昼食付き

大村知事と受賞者の居澤榮一さん



愛　　知　　身　　障

この機関紙は一部共同募金配分金により発行されています

平成31年1月15日〔2〕第209号

西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
支
援
金

ご
協
力
に
感
謝
！

合
会
会
長
表
彰
36
名
・
１
団
体

▼
自
立
更
生
者　
　
　
　
　

18
名

　

牧
原
英
治（
半
田
市
）、藤
原
萌

子（
豊
川
市
）、浪
崎
か
な
ゑ（
豊
川

市
）、大
久
保
敦
子（
安
城
市
）、平

岩
昇（
安
城
市
）、佐
藤
百
合
江（
西

尾
市
）、鈴
木
教
治（
西
尾
市
）、加

藤
隆
康（
稲
沢
市
）、木
村
保
子（
稲

沢
市
）、中
村
光
次（
新
城
市
）、中

澤
鏡
子（
高
浜
市
）、岩
本
文
寛（
北

名
古
屋
市
）、池
山
滿
子（
あ
ま

市
）、中
川
和
雄（
長
久
手
市
）、坂

本
周
造（
丹
羽
郡
扶
桑
町
）、伊
藤

光
江（
海
部
郡
蟹
江
町
）、三
上
鈴
代

（
知
多
郡
美
浜
町
）、福
田
敏（
知

多
郡
武
豊
町・愛
難
聴
）

▼
更
生
援
護
功
労
者　
　
　

18
名

　

髙
間
正
男（
一
宮
市
）、日
比
野

勝
久（
一
宮
市
）、則
竹
弘（
一
宮

市
）、磯
貝
幸
雄（
碧
南
市
）、岡
田

清（
豊
田
市
）、鈴
木
ま
さ
え（
西
尾

市
）、鈴
木
良
子（
蒲
郡
市
）、堀
江

俊
子（
犬
山
市
）、伊
藤
伸
治（
稲
沢

市
）、梶
村
幸
輔（
新
城
市
）、山
田

恭
子（
東
海
市
）、近
藤
於
里
江（
知

立
市
）、太
田
武
平
二（
田
原
市
）、

比
嘉
茂
男（
清
須
市
）、志
水
英（
弥

富
市
）、西
尾
正
治（
海
部
郡
大
治

町
）、野
村
武
司（
知
多
郡
東
浦

町
）、原
田
稔（
北
設
楽
郡
設
楽
町
）

▼
本
会
協
力
団
体　
　
　

1
団
体

一
般
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会　

愛
知
県
協
会 

会
長 

三
木
勝
也

大
会
決
議

　

本
日
、こ
こ
新
城
市
に
お
い
て
、第

58
回
愛
知
県
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
を
開
催
し
、県
内
15
万
余
名
の

身
体
障
害
者
が
当
面
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
研
究
討
議
し
た
結
果
を
、

本
大
会
参
加
者
の
総
意
を
も
って
、

次
の
と
お
り
決
議
す
る
。

①
Ｊ
Ｒ
ジ
パン
グ
倶
楽
部
に
つい
て
は
、

障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
に
有

効
に
活
用
し
て
い
る
。そ
の
一
方

で
、新
幹
線
の
運
行
が「
の
ぞ
み
」

中
心
と
な
り
、利
用
希
望
が
多
い

に
も
関
わ
ら
ず
、依
然
と
し
て
割

引
の
対
象
と
な
って
い
な
い
。

新
幹
線「
の
ぞ
み
」の
利
用
が
早
急

に
可
能
と
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

②
有
料
道
路
に
お
け
る
障
害
者
割

引
の
要
件
に
つ
い
て
、現
行
の
車
両

登
録
に
加
え
、障
害
者
手
帳
の
提

示
並
び
に
福
祉
団
体
な
ど
が
利

用
す
る
車
両
を
対
象
範
囲
と
し

て
く
だ
さ
い
。

③
障
害
者
が
鉄
道
を
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
、主
要
駅
に
ホ
ー
ム
ド

ア
を
、全
て
の
駅
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

を
設
置
す
る
な
ど
、転
落
防
止
策

を
早
急
に
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。

④
公
共
交
通
機
関
は
、災
害
や
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
場
合
、聴
覚
障

害
者
を
始
め
と
す
る
災
害
弱
者

に
情
報
が
確
実
に
届
く
よ
う
、万

全
の
体
制
を
早
急
に
整
え
て
く
だ

さ
い
。

⑤
個
人
病
院
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
の

で
、総
合
病
院
の
利
用
に
あ
た
って

は
、車
い
す
利
用
者
は
紹
介
状
な

し
の
場
合
で
も
、初
診
時
特
定
療

養
費
の
負
担
な
し
で
受
診
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
障
害
者
差
別
解
消
法
や
障
害
者

差
別
解
消
推
進
条
例
が
施
行
さ

れ
て
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

未
だ
多
く
の
県
民
に
理
解
が
進
ん

で
お
り
ま
せ
ん
。こ
の
法
令
が
広

く
県
民
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
、一

層
の
理
解
啓
発
を
推
進
し
て
く
だ

さ
い
。

⑦
平
成
30
年
7
月
か
ら
愛
知
県
で

も
ヘル
プ
マ
ー
ク
の
配
布
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。外
見
か
ら
は
分
か
り

に
く
い
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
な

ど
、周
囲
か
ら
の
援
助
、配
慮
が
必

要
な
方
々
へ
の
理
解
が
広
が
る
よ

う
、更
な
る
普
及
啓
発
を
推
進
し

て
く
だ
さ
い
。

⑧
大
規
模
災
害
時
、被
害
軽
微
地
域

に
お
け
る
障
害
の
特
性
に
配
慮
し

た
福
祉
避
難
所
の
更
な
る
指
定
に

向
け
て
、市
町
村
と
連
携
し
て
早

急
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑨
愛
知
県
並
び
に
県
内
市
町
村
に

お
け
る
意
思
疎
通
支
援
事
業
の

実
施
に
あ
た
って
は
、通
訳
者
派
遣

の
条
件
撤
廃
な
ど
厚
生
労
働
省

が
策
定
し
た
モ
デ
ル
要
綱
に
沿
っ

た
内
容
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑩
高
次
脳
機
能
障
害
者
の
実
情
を

広
く
県
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、高
次
脳
機

能
障
害
者
に
対
す
る
支
援
策
を

更
に
充
実
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑪
身
体
障
害
者
相
談
員
への
研
修
を

継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、県
内

市
町
村
に
対
し
障
害
者
相
談
員

の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、活
用
に

向
け
て
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

⑫
愛
知
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

連
合
会
の
組
織
強
化
の
た
め
、身

体
障
害
者
手
帳
交
付
者
に
対
し

て
障
害
者
団
体
の
積
極
的
な
情

報
提
供
及
び
入
会
の
紹
介
な
ど
に

協
力
す
る
よ
う
、県
か
ら
市
町
村

に
強
く
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

１　

障
害
者
の
社
会
参
加
へ
の
機

会
の
充
実
を
進
め
よ
う
。

２　

災
害
時
の
情
報
伝
達
な
ど
障

害
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を

進
め
よ
う
。

３　

身
体
障
害
者
相
談
員
の
重
要

性
の
周
知
と
相
談
支
援
の
充
実

を
進
め
よ
う
。

４　

身
体
障
害
者
団
体
の
持
続
可

能
な
組
織
作
り
と
活
動
の
充
実

を
進
め
よ
う
。

大
会
宣
言

　

私
た
ち
の
地
道
な
活
動
の
成
果

と
し
て
障
害
者
差
別
解
消
法
や
愛

知
県
障
害
者
差
別
解
消
推
進
条
例

な
ど
の
法
令
が
整
備
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、社
会
で
は
ま
だ
ま
だ
障

害
者
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
お
互
い
の
個
性
と
人
格
を
尊

重
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
当
事
者
で
あ
る
我
々
が
先

頭
に
立
ち
、
社
会
全
体
で
障
害
者

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
よ

う
継
続
的
か
つ
積
極
的
に
行
動
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
県
内
の
一
人
で

も
多
く
の
障
害
者
が
愛
知
県
身
体

障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
に
集

い
、
障
害
者
が
生
き
生
き
と
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
の
た
め
に
一
致
団
結
し
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
を

誓
い
、
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

【
大
会
を
終
え
て
】

　

大
会
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
新
城
市
役
所
、
新
城
市
社

会
福
祉
協
議
会
及
び
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
方
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
度
は
碧
南

市
で
開
催
し
ま
す
。

―
第
68
回
障
害
者
自
立
更
生
等
厚

　

生
労
働
大
臣
表
彰
―

　
　

◇
更
生
援
護
功
労
者

　
　
　

加
藤
統
祥
（
日
進
市
）

　
　
　
（
故
）乾　

正
志（
豊
橋
市
）

―
第
36
回

　

東
海
テ
レ
ビ
ひ
ま
わ
り
賞
―

　
　

◆
都
築
文
明
（
安
城
市
）

―
第
33
回
障
害
者
に
よ
る

　

書
道・写
真
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
―

　
　
【
写
真
部
門
】

　
　

☆
銀
賞　

片
山
友
美

　
　
　

作
品
名
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」

　
　

☆
銅
賞　

浅
井
由
幸

　
　
　

作
品
名
「
静
寂
」

【
イ
オ
ン
モ
ー
ル
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
】

　
２
月
19
日（
火
）～
25
日（
月
）

【
西
尾
お
し
ろ
タ
ウ
ン
シ
ャ
オ
】

　
２
月
21
日（
木
）～
26
日（
火
）

【
名
鉄
百
貨
店
一
宮
店
正
面
玄
関
】

　
２
月
27
日（
水
）～
３
月
１
日（
金
）

【
金
山
総
合
駅

コ
ン
コ
ー
ス
特
設
会
場
】

　
３
月
５
日（
火
）～
７
日（
木
）

【
イ
オ
ン
春
日
井

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
】

　
３
月
５
日（
火
）～
11
日（
月
）

【
イ
オ
ン
豊
橋
南
店
】

　
３
月
12
日（
火
）～
18
日（
月
）

　

豊
橋
身
体
障
害
者（
児
）福
祉
団

体
連
合
会
長
の
乾　

正
志
様（
75

歳
）が
、
平
成
30
年
11
月
２
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　
訃
　
報

　

昨
年
７
月
に
、近
畿
や
四
国
を
中

心
に
記
録
的
な
大
雨
が
続
き
、各

地
で
大
き
な
被
害
が
で
ま
し
た
。

　

被
災
地
支
援
に
む
け
、
上
部
団

体
の
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合

会
の
も
と
、
各
支
部
の
会
員
皆
様

に
支
援
金
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
支
部
か
ら
ご
協
力
を

　

第
22
回
日
身
連
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会
が
10

月
24
日（
水
）～
25
日（
木
）の
２
日

間
、
名
古
屋
市
の
名
鉄
ニ
ュ
ー
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
愛
知
県
か
ら
は
身
体
障
害
者

相
談
員
の
方
が
延
べ
43
名
参
加
し

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
相
談
員
の
方
は
熱

心
に
研
修
を
受
け
ら
れ
、
他
の
県

や
市
の
相
談
員
の
方
と
情
報
交
換

を
行
い
、
充
実
し
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
三
重
県
で
開
催
予
定
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

愛
知
県
か
ら
の
支
援
金
額
は
、

１
９
９
、０
７
４
円
で
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
支
援
金
は

５
，５
５
３
，１
７
５
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の

善
意
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』

　

昨
年
の
10
月
１
日
～
12
月
31
日

に
、
第
72
回
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

赤
い
羽
根
バ
ッ
チ
１
０
２
個
と
ク

オ
カ
ー
ド
29
枚
、
図
書
カ
ー
ド
８

枚
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
に
愛
知
県
共
同
募
金
会

か
ら
の
事
業
費
の
配
分
が
決
定
し

た
場
合
、１
個
に
つ
き
寄
付
金（
寄

付
額
―
制
作
費
）の
95
％
の
額
が
、

１
枚
に
つ
き
寄
付
金
の
95
％
の
額

が
愛
身
連
に
配
分
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

会
員
皆
様
の
善
意
に
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』

　

昨
年
の
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま

で
の
「
障
害
者
週
間
」
に
は
、
都

道
府
県
・
政
令
市
で
多
彩
な
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
愛
身
連
に
お

い
て
も
、
12
月
９
日
に
新
城
文
化

会
館
で
第
58
回
愛
知
県
身
体
障
害

者
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
身
障
会
に
お
い
て
も

障
害
者
週
間
、
ま
た
は
そ
の
前
後

に
お
い
て
、
県
民
に
障
害
者
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
の
ぼ
り
旗

を
掲
げ
な
が
ら
啓
発
用
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
お
い
て
は
、
寒
い

中
で
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　

昨
年
の
９
月
23
日（
日
）、「
愛
身

連
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
」（
稲
沢
市
、

社
会
福
祉
法
人
稲
沢
市
社
会
福

祉
協
議
会
後
援
）を
稲
沢
市
の
名

古
屋
文
理
大
学
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
小

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、出
場
者
や
そ
の

応
援
の
方
々
１
２
０
名
余
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、三
河
地
区
、尾
張
地

区
、愛
知
県
盲
人
福
祉
連
合
会
の

18
支
部
か
ら
58
名（
男
性
37
名
、女

性
21
名
）が
出
場
し
、57
曲（
内
デ
ュ

エッ
ト
１
曲
）を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
に
適
し
た
会
場
の
中
、

出
場
者
は
気
持
ち
良
く
唄
う
こ
と

が
で
き
、客
席
か
ら
は
熱
い
声
援
と

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、来
賓
と
し
て
稲
沢
市
の

加
藤
市
長
、渡
邉
市
社
会
福
祉
協

議
会
長
を
お
招
き
し
、行
事
への
ご

理
解
と
、地
元
、稲
沢
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
の
発
展
を
心
か
ら
望

む
、あ
た
た
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、ゲ
ス
ト
出
演
と
し
て
、

加
藤
稲
沢
市
長
に「
望
郷
じ
ょ
ん
か

ら
」を
力
強
く
唄
って
い
た
だ
き
、会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

出
場
者
は
北
島
三
郎
の「
比
叡

の
風
」や
、美
空
ひ
ば
り
の「
真
赤

な
太
陽
」な
ど
、心
を
込
め
て
名
曲

57
曲
を
熱
唱
。客
席
か
ら
は
威
勢
の

い
い
掛
け
声
が
送
ら
れ
た
り
、ス
ク

リ
ー
ン
の
映
像
を
見
な
が
ら
一
緒
に

口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
１
曲
唄
い
終
わっ
た
後
、カ

ラ
オ
ケ
機
器
に
よ
る
採
点
が
発
表

さ
れ
、点
数
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
出
る
た

び
に
会
場
が
ど
よ
め
き
に
包
ま
れ
る

ほ
ど
、盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
方
が
歌
い
終
わ
っ
た
あ

と
、採
点
に
よ
る
順
位
の
決
定
と
、

特
別
賞
を
決
め
る
間
、ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、稲
沢
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
の
鷹
羽
会
長
が「
国

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
「
障
害
者
週
間
」
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
は
12
月
７
日（
金
）午
前
10

時
に
、ア
ピ
タ
東
海
荒
尾
店
の
出

入
り
口
前
で
東
海
市
身
体
障
害
者

福
祉
協
議
会
の
会
員
が
買
い
物
利

用
者
へ
啓
発
用
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

と
、当
福
祉
協
議
会
への
会
員
募
集

の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

※
都
道
府
県・政
令
市
の
行
事
に
つ

い
て
は
、日
本
身
体
障
害
者
団
体

連
合
会（
略
称　

日
身
連
）の
ホ
ー

ムペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

府
宮
は
だ
か
祭
」を
唄
い
、稲
沢
ス

タ
ッフ
ズ
が「
青
い
山
脈
」を
客
席
全

員
と
合
唱
し
ま
し
た
。そ
の
後
、会

場
の
皆
が
注
目
す
る
中
、表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
優　

勝
】小
林
忠
勝（
田
原
市
）

　

曲
名　

北
の
大
地

【
準
優
勝
】髙
橋
省
吾（
知
立
市
）

　

曲
名　

ま
た
逢
う
日
ま
で

【
敢
闘
賞
】神
谷
敏
雄（
あ
ま
市
）

　

曲
名　

君
を
忘
れ
な
い

【
奨
励
賞
】光
部
菊
男（
田
原
市
）

　

曲
名　

酔
歌

【
特
別
賞
】大
脇　

允（
東
海
市
）

　

曲
名　

愛
を
あ
り
が
と
う

　

受
賞
者
さ
れ
た
方
々
に
客
席
か

ら
は
あ
た
た
か
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

『
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』

　

来
年
度
は
、清
須
市
で
開
催
予

定
で
す
。

　

11
月
３
日（
土
）、城
西
福
祉
会

に
お
い
て
第
12
回
身
体
障
害
者
安

全
運
転
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、

愛
知
県
内
、名
古
屋
市
内
の
障
害

者
の
方
17
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。大
会
で
は
道
路
交
通
法
の
学

科
テ
ス
ト
と
、交
通
規
則
の
理
解
や

車
両
感
覚
の
正
確
さ
を
競
う
運
転

技
能
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

安
全
運
転
意
識
向
上
を
図
る
大

会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

次
回
は
５
月
開
催
予
定
で
す
。

第
12
回
身
体
障
害
者

安
全
運
転
競
技
大
会
開
催
！

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

～
障
害
者
週
間
～

ご
協
力
に
感
謝
！

　
　

福
祉
の
街
づ
く
り
に
貢
献

～
赤
い
羽
根
共
同
募
金
～

愛
身
連
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会

58
名
熱
唱

受
賞
・
入
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

「
福
祉
の
店
」

６
会
場
に
て
開
催
！

日
身
連

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
相
談
員
研
修
会

名
古
屋
市
で
開
催
！


